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14.2 集計1の統計計算とはん この 指定








図5.2 Sampleの白地図 (出雲西南部言語地図 (福嶋秩子)より)
図5.3 Sampleの言語地図1 (竹の皮で作った笠 .-takenokasa.dbs"と'kasa.hanH使用)
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SEALversion5.0をハー ドディスクにインス トー ルする方法について説明する｡ ここでは､NECの
パソコンの場合で､フロッピーディスクドライブが-C:-､ハー ドディスクが ドライブA:-であるもの
として説明を行う｡ (たとえば､DOS/V機では､フロッピーディスクが ドライブA:■､ハー ドディ
スクが ドライブC:-として読み替えてほしい｡)なお､SEALのインス トー ル用ディスクは4枚ある｡
(1)まず､No.1ディスクをドライブに差込み､Windows95のエクスプローラを用い､se咄 .exeファ
イルをクリックする｡
画面が ｢Seal セットアップ｣ と表示され ｢Sealのセットアップを始めます｣と表示され ｢OK｣
と ｢終了(Ⅹ)｣ボタンが表示される｡ ｢OK｣ボタンをクリックする｡
(2)｢Sealセットアップ｣で ｢このボタンをクリックするとSealアプリケーションが指定されたデ




い｣と ｢パス名(P)｣として[旦掌](DOSN 機種では[C:¥]とする)と表示されるので､ ｢SEAL｣と入
力する｡ ｢OK｣ボタンをクリックすると ｢Sealセットアップ｣ ｢セットアップ先ディレクトリ
些掌SEAL (DOSN では 旦ぎSEAL と表示)は存在しません｡このディレクトリを作成しますか?｣
｢はい(Y)｣ ｢いいえ(N)｣と表示される｡ ここで ｢はい(Y)｣をクリックする｡
(3)｢Sealセットアップ｣で ｢このボタンをクリックするとSealアプリケーションが指定されたデ
ィレクトリにインス トー ルされます. 十の表示がなされ､ ｢ディレクトリ旦掌SEAI.¥J (DOSN では
⊆¥SEALと表示)と表示される｡ ここで ｢大きなアイコン｣ をクリックする｡
(4)セットアップが開始され､ ｢セットアップメッセージ｣ ｢次のラベルのディスクを挿入してく
ださい -ディスク2-ドライブ C: [oK]､ [キャンセル]｣が表示されるので､ディスク2をドラ
イブに入れ､ [OK]ボタンをクリックする｡ 直ちに ｢セットアップメッセージ｣ ｢次のラベルのディ
スクを挿入してください ■ディスク3■ドライブ C: [oK]､ [キャンセル]｣と表示される｡ディ
スク3をドライブに入れ､ [OK]ボタンをクリ-ツクする｡続いて同じように4枚目のディスクを挿入
する｡










リックする｡ ハー ドディスクのHseal-ワ オルダーを選択し､右クリックし､ ｢張り付け(P)｣をクリ
ックする｡ するとフロッピーディスクのHsealData-ワ オルダーがハー ドディスクの●-Seal-ワ オルダーに
コピー される｡
(9)同じくマウスでフロッピーディスクのHsealSymbo1-を選択し､右クリックし､ ｢コピー(C)｣を
クリックする｡ 次に､ハー ドディスクの■Sealtを選択し､右クリックし､ ｢張り付け(P)｣をクリッ
クする｡ フロッピーディスクのHsealSymbol-ワ オルダーがハー ドディスクの一Seal"フォルダーにコピ
ーされる｡ ファイルが転送されるので､これが止まればセットアップの完了である｡
(10)これまでの作業で､Windows95の [スター ト]ボタンをクリックしたときに表示される [プロ




がある｡ これは次のように行う｡ SEALを起動すると､ ｢Sealのドライブ｣ メッセージボックスが表
示され､ ｢ドライブ名を入力してください｣ と表示される.このとき､Sealをセットアップした ドラ



























(1)まず､Windows95の [スター ト]ボタンを押し､ [プログラム(P)]メニューの中の Seal のア
イコンをクリックして Sealを起動する｡ もしくは､Windows95のエクスプローラをクリックして､




か 地図名 ､Sampleでいいですか [はい] [いいえ]｣というメッセージボックスが表示される.
Sealのデータの入ったSealDataフォルダーのあるドライブ名と､扱う言語地図の名称をたずねている
ので､これでいい場合は､ [はい(Y)]を選ぶと ｢SEALメイン｣フォームが表示される｡ この場合
は､SEALのデータの入ったドライブがa:¥ であれば ｢はい(Y)｣を､ドライブがa:¥ 以外であれば
｢いいえ(N)｣をクリックする｡ ｢いいえ(N)｣を選択すると､画面上で ｢Seal のドライブ｣ ｢ドラ
イブ名を入力してください｣のメッセージが現れ､白いテキストボックスが表示されるので､該当す
ヽ






アルのSEALversion5.0のインス トー ルを参照して､ファイルのインス トー ルを再度行う)0
(3)｢SEALメイン｣フォームが現れたら､ [地図名]コマンドボタンをマウスでクリックする｡
すると画面に ｢sample｣ (ここでは､福嶋秩子による出雲西南部言語地図 LINGUISTIC ATLAS OF
SOUTHWESTERN IZUMO)の地図が表示され､その上の画面上で ｢地図の名前｣ ｢この地図の設定
でいいですか｣のメッセージが現れ､ ｢はい(Y)｣か ｢いいえ(N)｣を選択することを求められる｡
｢はい(Y)｣を選択すると､このメッセージボックスが消える｡




フォルダ｢を順に開けるO 最後にf'Takenokasa.dbs.ワ アイルが現れるのでそれをクリックする. 画面
は ｢言語地図の作製｣フォームに戻る｡ ここで､[言語データ(D)]メニューをドラッグし､ [はん
羊入力(H)]メニューを選択する｡ ｢ファイルを開く｣ダイアログボックスが表示される｡Hkasa･han…
ファイルを開く｡ ｢言語地図の作製｣フォームに戻る｡ ここで､ [地図(M)]メニューをドラッグし､




モー ドにする｡もう一度､ [地図(M)]メニューをドラッグし､ [言語地図(L)]メニューをクリック








































































































































SEALのデータは､必ずしも Seal.EXE をインス トー ルしたのと同じドライブ､同じフォルダーに














Takenokasa.srt "SRT-フ ァイル..‥...‥ 出現データの種類 (異なり語形)をソー ト
したデータ (すなわち､異なり語形一覧)








7. ｢SEALメイン｣ フォーム (フォームNo.1)
SEALを起動すると､直ちに
｢Sealデータのドライブ名と地図名｣
｢ドライブ名a:¥でいいですか 地図名 sampleでいいですか [はい] [いいえ]｣
というメッセージボックスが表示される｡Sealのデータの入ったSealDataフォルダーのあるドライブ
名と､扱う言語地図の名称をたずねているので､これでいい場合は､ [はい(Y)]を選ぶと ｢SEAL











｢sEALメイン｣ フォームはフォームN0.1のような画面である (フォーム集参照)0 ① [地図名]
コマンドボタンをクリックすると､
｢地図の名前｣ ｢この地図でいいですか はい(Y) いいえ(N)｣






くない場合は､もう一度① [地図名]コマンドボタンをクリックして ｢地図作製｣ フォームに移る｡
以下､ [言語データ入力]ボタンを押すと ｢データ入力｣フォームに､ [言語データ表示]ボタン
を押すと ｢言語データ表示｣ フォームに､ [データ集計]ボタンを押すと ｢データ集計｣ フォームに､













⑦ [メイン]ボタンを押して､ ｢SEALメイン｣ フォームに戻る｡
なお､別の ドライブ､フォルダーにデータをおいてある場合は､SEALの起動時にその ドライブ名




















































































































































(1)｢SEALメイン｣ フォームで⑧ [地図の設定]ボタンをクリックする｡ ｢地図の作製｣ フォーム
に移る｡
















(8)⑥ [メイン]ボタンをクリックすると ｢Seal メイン｣フォームに戻る｡⑦ [地図化]ボタンを押
すと ｢言語地図の作製｣フォームに移行する｡
以上のように､白地図の作製を行うことができる｡この作業を行うためには､完全なデータが必要









ータ入力法として､ ｢データ入力｣ フォーム(No.3)が用意されている｡ ｢SEALメイン｣フォームで
⑤ [言語データ入力]ボタンを押すと､ ｢データ入力｣フォームに移る｡
｢データ入力｣ フォームでは､まず① [言語ファイル名]テキス トボックスに言語データのファイ






























更に [次-]ボタンをクリックすると､ [入力データ]テキストボックスが白紙になり､ [データの
一覧]テキス トボックスに次の地点の番号とデータ番号が表示され､次の地点のデータ入力が促され
























らかじめ分かっている場合には､⑳ [種類入力]テキス トボックスにその語形を入力し､⑲ [種類設
定]ボタンをクリックすると⑰ [データの種類]テキス トボックスに表示される｡このデータをマウ
スによってクリックし､⑮ [くくく]ボタンをクリックすると､⑧ [データー覧]テキス トボックスに表
示される｡ これを登録しておき､後でまた活用するためには､⑪ [登録]ボタンをクリックする｡
データ入力を行いながら､⑰ [データの種類]テキス トボックスに登録する方法もある｡⑦ [入力








して､ ｢開く(0)｣をクリックする｡ ｢言語データを開く｣ ダイアログボックスが表示されるので､
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他 のエデ ィターを用いて､言語データを作成す ることもできる ｡ 作成 したファイルは









































をクリックする｡ 画面に ｢印刷しますか はい(Y) いいえ(N)｣メッセージボックスが表示される｡
｢はい(Y)｣を選択すると､印刷モー ドになり､これ以降にデータ表示などを行うとそのデータを印
刷することができる｡ 再び画面表示にもどしたい場合､ [ファイル(F)]メニューをドラッグし､











をクリックして､ ｢印刷しますか はい(Y) いいえ(N)｣メッセージボックスの ｢はい(Y)｣をク
リックすることにより､印刷モー ドに移るので､異なり語形の一覧を印刷することができる｡ 再び画
面表示に設定したい場合､ [ファイル(F)]メニューをドラッグし､ [印刷(p)]メニューをクリッ
クして､ ｢印刷しますか はい(Y) いいえ(N)｣に ｢いいえ(N)｣をクリックすると ｢印刷しない
モー ド｣に移る｡
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フォーム N0.5に ｢はんこデータの設定｣ フォームを示す｡言語データを ｢データ入力｣フォー
ムで入力してファイルに保存した後､あるいは ｢データの表示｣ フォームで言語データを開いた後に､
｢SEALメイン｣フォームで､ [はんこ設定]ボタンをクリックすると､ ｢はんこの設定｣ フォーム
に移る｡ このとき､フォーム左下の⑲ [はんこデータ設定]テキストボックスに現在ロー ドされてい
る言語データの異なり語形一覧が示されている｡はんこ指定を行う前に､この異なり語形一覧を作っ
ておかなくてはならない｡
ある語形に対してはんこを指定するには次のようにして行う｡ まず､① [説明]テキス トボックス
に､地図の凡例部分の筆頭に地図の題名として表示する説明を入力する｡ たとえば､ ｢かたっむり｣
｢項目名 かたっむり｣ ｢項目番号10 かたっむり｣ ｢かたっむり 前半部｣など｡ ｢｣を入力す
る必要はない｡入力したデータがそのまま表示される｡次に､⑱のテキス トボックスに表示された異
なり語形一覧の中から､これからはんこを指定する語形を選び､マウスでクリックして反転させる｡
④ [語形入力]ボタンをクリックすると､② [語形]テキス トボックスにその語形が表示される｡凡
例を語形そのままの形とする場合は､⑤ [自動凡例]ボタンをクリックする｡③ [凡例]テキス トボ
ックスに､凡例として表示される形が示される｡なお､② [語形]テキス トボックスと③ [凡例]テ
キストボックスに直接入力してもよいし､④ [語形入力]ボタンや⑤ [自動凡例]ボタンを利用して
表示した語形を修正してもよい｡




ボックスで色を設定する｡⑨ [大きさ]コンボボックスで ｢標準｣､ ｢′J､さい｣､ ｢大きい｣のうち
どれかを選択する｡最後に､⑲ [太さ]コンボボックスで､ ｢細い｣､ ｢標準｣､ ｢大きい｣のうち
どれかに設定する｡何も指定しない場合は､⑦､⑧､⑨､⑲はそれぞれ､ ｢黒｣､ ｢黒｣､ ｢標準｣､
･｢標準｣に設定される｡ この場合ははんこの番号のみを設定することもできる｡以上の設定の後で
[登録]ボタン⑮をクリックすると､はんこがはんこ番号､語形､凡例とともに表示される｡


















































































をクリックすると ｢印刷しますか はい(Y) いいえ(N)｣メッセージボックスが現れるので､ ｢は
い(Y)｣をクリックする｡こののち､ [言語地図(L)]メニューをクリックすると画面のデータが消
-27_











































































ー ドされているものとする｡データがロー ドされていれば､ [ランク集計]メニューが反転している
はずである｡ロー ドされている集計1のデータに基づいてランク集計を行い､地図化することになる｡
まず､ ｢地図の作製｣ フォームの [ランク集計(S)]メニューをクリックする｡すると画面は ｢ラ
ンク集計｣ フォームに移る｡ランクファイルを開くため､ [ランクファイル(F)]メニューをドラッ
グし､ [開く(0)]メニューをクリックする｡ ｢ファイルを開く｣ ダイアログボックスが表示され､
･*.mk･ワ ァイルの一覧が表示される.ランク集計を行いたいファイルをクリックするこすでに他のデ
ータが設定されていれば､⑪ [集計計算]ボタンをクリックする｡直ちに計算が終わるので､ [ラン














特に設定を行わない場合は ｢印刷 しないモー ド｣になっており､地図は画面に表示されるだけであ
る｡印刷を行いたい場合にはこのときのモー ドを ｢印刷するモー ド｣にする｡この状態のままで､上
に述べたいずれかの地図化を行うと､画面に何も表示されず､地図が印刷される｡ ｢印刷するモー
ド｣を ｢印刷 しなし.､モー ド｣に変更するには､ [ファイル(F)]メニューを ドラッグし､ [印刷













の説明]テキス トボックスに入力する｡次に､④ [指定する語形の数]テキス トボックスに何種類の
語形の特徴を抽出し集計するか､その数を (今の場合は､Ha:"群とHo:‖群なので2)設定する｡ 設定

















する必要がある｡ 集計する語形の特徴 1つに対して､最低限1つの語形の指定を行う必要がある｡ こ
のファイルを ｢指定ファイル｣ と呼ぶことにする｡ ここでは指定ファイルの作り方を説明する｡


























[指定文字列]テキストボックスが空白になる｡以下､⑮ [語形の種類]､⑯ [設定]､⑰ [データ
入力]､ [セット]､ [〉〉]の順でデータを⑱ [指定文字列]に入力する｡ いったん入力したデータ
を修正する場合は [再設定]､ [再書込]を用いて修正する｡






以下､13.2に示したように､⑲ [再設定]､ [再書込]､⑰ [データ入力]を用いて修正する｡




(F)]メニューを ドラッグし､ [集計フォーム(F)]メニューをクリックする｡ 実際の集計作業はこ







ためには､ ｢データの集計｣ フォームから [ランク集計(良)]メニューをドラッグし､ [集計実行
(E)]メニューを選択する｡ すると ｢ランク集計｣フォームに移るのでそこで作業を行い､ついで地
図化を行う｡ または､いったん ｢データの集計｣フォームで集計ファイルを選択した後であれば ｢地






上で述べたように､集計 1を実行するには､ [集計の実行(E)]メニューをドラッグし､ [実行





集計 1の結果は､ [項目選択(L)]メニューで集計項目を [次の項目(F)]､ [前の項目(P)]メニ
･ユーなどを選ぶことによって切り替えられる｡ 結果を表示するには､ [結果の表示(D)]メニューの







である｡ 現実には､多くのデータが 0%から 100%の間に分布するであろう｡ したがって､すべての























｢a:｣のレベルを 14(-Av+Sigma)として地図化するのはかなりの頻度 (統計的には 6S%以上)でそ
の語形が用いられている地点と見なすことができる｡また ｢a:｣類に対し 7(-Av-Sigma)で､ ｢o:｣
類に対し 14(-Av+Sigma)を与えてはんこによる地図化を行うことは､ ｢o:｣類が卓越して用いられ
ている地域と ｢a:｣類が一般的な地域との対立を明確に地図で表現することになる｡ (福嶋 1997bに､
このような考え方で地図化したCLAEの分析結果がのっている｡)
次に､集計 1に対して､はんこを与える方法について示す｡ ｢集計の実行｣フォームで [統計
















































-●*.mk"ファイルを開く｡ そこで､⑲ [集計計算]ボタンをクリックする｡ ｢Seal｣ ｢ランク集計が終
わりました｣と表示されるので､集計計算が終わったことがわかる｡
ランク集計 (集計2)の結果を参照するには､ [データ表示(D)]メニューをドラッグして､ [表
示(T)]をクリックする｡前後のデータを見るには､ [次-(N)]､ [前-(p)]をクリックする｡
地図化するには､ [ランクファイル(氏)]メニューをドラッグし､ [地図化(M)]メニューをクリ










































に PC88で開発されたから､pC98ではそのままでは動かない｡version lを PC98用に′J､修正し､


















































































(1)福嶋秩子(19$3a)｢パソコンによる言語地理学｣国語学 第 133集 短信 105-106
(2)福嶋秩子(1983b)｢出雲に於ける開音類の分布とその総合化 パソコンによる言語地理学の一
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